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「いろいろな方がいろいろなことをこの時

期になるとおっしゃるものなんです」 

 
司会（斎藤史郎・日本記者クラブ理事長） ど

うもありがとうございました。それでは代表質

問に移りたいと思います。 
 
田﨑 それでは、当クラブの企画委員である

テレビ朝日の川村晃司と、私、時事通信の田﨑

史郎が代表質問をしたいと思います。 
いまおっしゃったプランを実現するために、

自民党の役員人事を刷新し、また、本来１７閣

僚であるところを１５閣僚でいま進められて

いる内閣の人事を刷新するというお考えがあ

るのかないのかについて、お尋ねします。 
 
麻生首相 まず、いまこれをやらせていただ

いている段階で、ただいま現在、２人の閣僚を

兼務していただいている。金融担当も入れたら

３閣僚ということになろうかとも存じますが、

いま現在、私どもは、その人事を直ちに変えね

ばならん、いまこの現在、思っているわけでは

ありません。 
また、こういった計画を実行していくに当た

って、それぞれの担当していただいている閣僚

の方々には頑張っていただいていると私なり

に評価はいたしております。 
 
 田﨑 自民党役員のほうはどうですか。  

 
麻生首相 自民党役員のほう？ 自民党役

員のほう、いろいろな方がいろいろなことをこ

の時期になるとおっしゃるものなんです。これ

はたくさん、新聞記者の方はもちろん、政治家

の方を含めて、いろいろおっしゃいますので、

丁寧に拝聴させていただいておる、それ以上、

ちょっといまの段階でお答えのしようがあり

ません。 
 

「国対委員長になりたいと思って国会議員

になられる方というのは、あんまり聞いたこ

とがありません」 

 

川村 いまの質問に関連してお聞きします

けれども……。 
 
麻生首相 そちらも時事通信？ 
 
川村 テレビ朝日の川村です。 
 
麻生首相 あ、テレビ朝日。 
 
川村 そうしますと、先ほど総理は、解散の

時期は、しかし、そう遠くない時期だというふ

うにお話しなさいましたけれども、そう遠くな

い時期の、解散の前までには、少なくとも閣僚、

内閣改造ということを頭の中に入れて、いま、

解散の時期をにらんでいるということでしょ

うか。 
 
麻生首相 そう明確に考えているわけでは

ありませんが、解散してから内閣改造というの

は、普通はないですわな。 
 
川村 もう一点、最近、東国原宮崎県知事が、

古賀選挙対策委員長にいわせれば、大変失礼な

言い方のような、自民党の総裁を自分に推し立

てて選挙を闘う覚悟がおありであれば、自分は

自民党の中に積極的に入っていくというよう

な話を公言をされているわけですけれども、一

方では、大阪府知事の橋下さんが中川秀直さん

とお会いになったり、地方のそういう首長さん

から自民党に対する批判が一気に噴き出して

いるような感があるんですが、それをどう受け

とめておるでしょうか。 
 
麻生首相 東国原さんの話と、橋下さんの話

と、同じ次元で考えたことはありません。かな

り別人格の方だと思っておりますので、両方、

それぞれお目にかかったことがありますので、

かなり違うんじゃないかと思いますが、みんな

衆議院議員になる以上、おれも総理総裁になり

たいと思って、みんななられるわけですから、

私は、国対委員長になりたいと思って国会議員

になられる方というのは、あんまり聞いたこと

がありませんので、そういった意味では、大志
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を抱かれるのは決して悪いことではないと思

いますので、東国原の話を聞いて、みんなふざ

けていると怒っておられる新聞記者の方とか、

またその他、いろいろいらっしゃいますけれど

も、私は、そういう気持ちを持っておるという

気持ちを、どう伝えられたか、ちょっと正直、

１対１で話を聞いたわけではありませんので、

いいようがありませんけれども。 
 

「９月の１０日までありますので、それまで

の間、そう遠くない日」 

 
また、いま、地方自治に関していわせていた

だければ、橋下知事がどういっておられるか存

じませんが、今回の予算編成、補正等々含めま

して、地方の自治体は、少なくとも総務大臣を

しておりました２年間からかれこれ５年ぐら

いたつと思いますが、今回の予算編成に関して、

いま、地方分権を推進しておりますけれども、

こういったものに関して、少なくとも今回の予

算編成に関して、不満を聞いたことはありませ

ん。感謝は、初めてされました。大体予算編成

が終わると、ぼろかすいわれるものなんですが、

今回は初めてお礼を、右代表を含めて、何でし

たっけ、全国知事会市長会――地方６団体の代

表の方々から６人でお礼をいわれましたので、

いまのご質問ですけれども、橋下さんがそう思

っておられるかどうか存じませんが、直接この

話を伺ったことがありませんので、ただ、私は、

地方がいろいろな意味で多くのことをやりた

いと思っていただいているのは、すごくいいこ

となのであって、何となく指示待ち人間みたい

な形の首長さんばっかりだったら、その地域は

残念ながら疲弊します。 
そういった意味で、やれる、やれないは別に

して、自分の気持ちを持っていろいろやろうと

する首長さんが出てこられるというのはいい

ことです。それに対して、規制があるからそれ

ができないんだ、というのであれば、規制の改

革に応じましょう。予算というものが足りない

のであれば、ということでいろいろさせていた

だきましたが、今回、この予算をどのように使

われるか、かかって首長さんの経営感覚の問題

だと思いますので、それは地方の自治体をあず

かっておられる首長さんの経営責任というこ

とにもなろうと思いますので、いろんな意見が

出てくるのは、私自身は、正直いって、決して

悪いことだと思いません。いいことだと思って

おります。 
 
田﨑 いま、人事をいま直ちに行うことはな

いという、「いま直ちに」といわれたのは、ど

れぐらいのレンジなんですか。 
 
麻生首相 何となく政治部だなという感じ

がしないでもありませんけれども、どれくらい

のレンジですかというと、先ほど、そう遠くな

い日と申しあげましたので、９月の１０日まで

ありますので、それまでの間、そう遠くない日。

いろんな表現がありますので、これから先は、

田﨑さん、自分でしっかり取材してください。 
 
田﨑 例えば、向こう１週間のうちに改造か

あるとかないとか、ということは考えられるん

ですか。 
 
麻生首相 いまこの場で、改造をしないとい

えば、すればしたでまた文句いわれるし、する

といったら、またいつですか、という話なんで、

それは現場の記者の話で、右代表の立場でなさ

れるような質問とはとても思いませんけどね。 
 
田﨑 人事をやるかやらないかというのは、

どういう基準というか、どういうことを考えら

れるわけですか。やる、やらないの判断の基準

は。 
 
麻生首相 やる、やらないの判断ですか。 
 
田﨑 ええ。 
 
麻生首相 やる、やらないの判断というもの

は、この１年間、やられた方々それぞれの成果

というものも考えなければいかんでしょうし、

これから自由民主党がいま目指しております

ものをきちんとそういったものに体現してや
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っていこう、そういう意思が明確な方、かつ能

力かある、いろんなことを勘案して決めさせて

いただきたいと存じます。 
 

「いよいよといった段階で天の声がおりて

きて、いきなりなし、とかいうのは何回もあ

りましたので」 

 
田﨑 そうしますと、来月の７月２８日に会

期が閉じるわけですけれども、それまでに、い

ま総理が方針として打ち出している船舶の検

査、あるいは臓器移植法の改正案、公務員制度

改革法案、そういったものを十分審議したうえ

で、必ず成立をさせる。それまでは解散という

ことは考えないし、ということになりますと、

７月２８日までに解散せずに、そのまま会期を

閉じるということもお考えなんでしょうか。 
 
麻生首相 国会の運営のことなので、正直、

これは国会対策委員長とかいうレベルの話な

んだと存じますが、少なくともいまの段階で、

民主党なり野党第一党の対応がよくわからな

いんです、私らには。正直。応じますといって、

いざ委員会でオーケーになり、理事会でオーケ

ーになり、いよいよといった段階で天の声がお

りてきて、いきなりなし、とかいうのは、これ

までも、この数年の間に何回もありましたので。 
いま、臓器移植法というものは、私はＤだっ

たんですよ。あれは、結果的にＡ案で衆議院を

通りました。これが参議院に送られて、じゃあ

というのでやるかと思ったら、また別の案が出

てきて、これを一から審議するといわれると、

さあ、これはどれぐらいかかりますかね、と正

直思っております。 
また、その他の法律も、向こうさま――向こ

う様という表現は正しくないので、野党の対応、

野党第一党の対応が、正直、私らにはよくわか

りません。わからない段階で、７月２８日まで

に確実に通していただけるかという保証があ

るかといえば、これまでも必ずといって、いわ

れましたけれども、そうならなかった例があり

ますので、正直申しあげて、ただ何となく審議

がされないままとかいうようなことになると、

それは多くの方々の希望とか夢とかいうもの

を、全然別なことでつぶすことになると思いま

すので、私どもは野党の対応の仕方をみたうえ

で検討させていただく、としか答えようがあり

ません。 
 

「全然感じません。考え方を勘違いされてお

られますよ、それは。」 

 
田﨑 では、次に、ちょっと都議選絡みの話

をお聞きしたいんですけれども、都議会議員選

挙。歴代の総理総裁に比べて、麻生総理は都議

選に非常にコミットされているわけですね。都

議選、重要ではあるんですけれども、考えてみ

れば、一地方の議会の選挙にそれだけコミット

される以上、その結果が出たときは当然それに

見合う責任というか、を感じられるんじゃない

かと思うんですけれども、いかがですか。 
 
麻生首相 全然感じません。全然感じません。

考え方を勘違いされておられますよ、それは。

基本的には、都議選は全党を挙げてやるといっ

たんだから、全党を挙げてやるなら、総裁がみ

ずから先頭に立つのが当然じゃないですか。ま

た、静岡県知事選挙だって、全党を挙げてやる

と役員会で決めてやっているんだから、先頭に

立って走るのが当然なのであって、私はそれに

立って、都議会候補のところの事務所を回ると

いうのは、自由民主党総裁としての務めなんで

あって、都議選の結果とか、静岡県知事選の結

果が、直ちにコミットした結果がどうのこうの

と、全然関係ないと思います。地方選挙は地方

選挙、国政選挙とは別なものだと思っておりま

す。 
 
川村 ただ、これまでの自民党の総理総裁が

東京都議会議員選挙の候補者を、かつてないほ

ど総理は応援をされているといいますか、全事

務所を回って……。 
 
麻生首相 全候補者を回った総裁は、これま

でいないと思います。 
 



4 
 

川村 ええ。それだけ力を入れているという

ふうに、都民及び国民はみていると思うんです。 
 
麻生首相 ありがたいと思っています。 
 

「想像をたくましくしていろいろやられる

のは、それは皆さんの趣味の世界なのかと思

いますが」 

 
川村 そうなりますと、自民党の都連会長の

石原伸晃さんも、総理がこれだけ応援をしてく

れている以上、何としてでも比較第一党を取ら

なければいけない、そうしないと、その後の結

果、取れない場合にはかなり深刻な事態になる、

というような発言をされているわけですけれ

ども、その認識において、総理も深刻な事態に

なると一度お答えになっていると思うんです

が。 
 
麻生首相 私は、知事選挙とか、地方選挙と

か、都議会議員選挙を含めて、地方選挙は地方

選挙であって、それが国政に影響するとは思っ

たことはない、とこれまでも答えてきたと思い

ます。 
 
川村 都議選でどういう結果が起きるかわ

かりませんけれども、仮に比較第一党を取れな

かった、さらには自公で過半数を割るような事

態が生じたときに、俗にいわれている総裁選の

前倒しというようなことが、大きな声として広

がってくるんではないか、というふうにすでに

自民党の議員の中でもいう人がいるんですが、

それについては、そのときに、総理総裁として、

そういう声が大きくなったときに、これまでな

かった総総分離というようなこともあり得る

というお立場を……。 
 
麻生首相 仮定の問題として、頭の体操とし

て、政治部の記者として想像をたくましくして

いろいろやられるのは、それは皆さんの趣味の

世界なのかと思いますが、私は、基本的には、

先ほど申しあげたとおり、地方選挙の結果が総

裁選前倒し、全然関係ないと思います。また、

そういったものが広がってくるという意識も、

私にはありません。 
 
田﨑 でも、総理は、都議選は衆議院選につ

ながる大事な選挙だとおっしゃっていますよ

ね。 
 
麻生首相 当然ですよ。 
 
田﨑 都議選での敗北は、総選挙での敗北を

予感させるものになりかねないですよね。そう

した場合でも、全然責任は感じられないんです

か。 
 
麻生首相 私は、東京都議会選挙とか、地方

選挙、いま兵庫県の選挙もやっています。兵庫

県も選挙をやっているのを忘れんでください。

兵庫県も選挙をやっているんです。静岡県だけ

じゃありません。兵庫県、東京都、そしていま

静岡県と３つで選挙をやっている。東京都は知

事選挙ではありませんけれども、そういった選

挙というものの結果が直ちに影響を与えてど

うのこうのということにはならない、そうお答

えをいたしております。 
 

「もう一回総裁選挙を、この時期にするとい

うことは、自由民主党のイメージとしては、

むしろそちらのほうがマイナスになる」 

 
田﨑 ちょっと解散総選挙の話で、先ほど遠

くない時期とかおっしゃったんですけれども、

いま内閣、政権は、はっきり申しあげてぼろぼ

ろの状態だと思うんですね。不支持が支持率の

３倍になって、比例代表の投票先では自民党が

民主党の半分しかない。どちらが総理にふさわ

しいかというと、麻生総理は鳩山代表に水をあ

けられているという状況下で、それでも総理は、

みずから解散権を振るわれるおつもりですか。 
 
麻生首相 私は昨年の９月、総裁選挙という

のを戦って、その総裁選挙で多数の票をいただ

いて、当選をさせていただきました。総裁とし

てその義務を実行する責任がある、私自身はそ
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う思っております。 
 
田﨑 では、どういう結果になろうと、ある

いはこの後どういうことになろうとも、総理ご

自身があくまで解散をされると。 
 
麻生首相 これもたびたびお答えをしてい

ると思いますので、重ねてお聞きになるようで

すので、恐縮ですが、「解散はしかるべき時期

に私が判断をさせていただきます」と、そう答

えています。いまもそれを変えるつもりはあり

ません。 
 
田﨑 ちょっと失礼な質問だからやめてお

こうと思ったんですけれども、総理が解散権を

振るうことと、自民党の勝敗がリンクしないと

いうか、総理が解散をやられると、自民党にと

ってマイナスになりかねない状況がいま出て

きているんだと思うんですね。そのときでも、

総理が解散されることにこだわられるんです

か。 
 
麻生首相 私は、いまの状況で解散をしない、

任期満了直前にして総裁選前倒しで変えると

いうことによるマイナスのメリットのほうも

計算をしたうえでのご質問かと思いますが、私

はそれに比べれば、もう一回総裁選挙を、この

時期にするということは、自由民主党のイメー

ジとしては、むしろそちらのほうがマイナスに

なると私自身はそう判断しています。 
 
田﨑 総理は、ご自身で解散すれば勝てると

いうふうに思っていらっしゃるんですか。 
 

麻生首相 私自身はもちろん、勝てる、勝た

ねばならぬと思っております。 
 

「日本とアメリカの首脳が、基本的に機能を

停止しているという状況は、他国に与える影

響というものについて、ぜひ配慮してもらい

たいといわれた」 

 
川村 そうしますと、先ほど総理は、国民の

多くは日本政治に不満を抱いていて、信頼回復

には魔法も即効薬もないんだというお話をさ

れましたけれども、だとすれば、主権を持って

国民に対する信を問うことが、早く信を問うこ

とこそ、国民の不満、あるいは欲求に対してこ

たえる一番の回答になるんじゃないかと思う

んですけれども、その点を考えると、解散の時

期はなるべく早くとか、そういう答えというの

が一つ浮かんでくるんじゃないかと思うんで

すが、いかがですか。 
 
麻生首相 私は、昨年の９月、同様な意識が

ありましたけれども、アジア、欧州会議に行っ

たときに、欧州のサルコジとか、いろいろな欧

州主要国の首相とか大統領とか、そういった人

たちと会う機会がありました。いずれもその人

たちのいったのは、金融危機、当時はまだ経済

危機より金融危機だったと思いますが、金融危

機の深刻さを訴えて、いま世界第一位のアメリ

カが大統領選挙が終わって、いまから大きく変

革をする確率が高い。そのときに、第一と第二

の日本とアメリカの首脳が、基本的に機能を停

止しているという状況は、他国に与える影響と

いうものについて、ぜひ配慮してもらいたいと

いわれたので、一国の、他国の選挙に関して介

入するのは、明らかに専権事項というか、越権

行為じゃありませんかと申しあげましたけれ

ども、いろいろな国の人たちからそれをいわれ

ますと、当時、まだ金融危機がこれだけ実体経

済に大きな影響を与えるであろうということ

を、私はその１０月の時点で予想していたわけ

ではありませんので、その時点で、私としては

多くのことを考えて、これは私が日本で新聞を

読んだりしている話よりはるかに外国におけ

る実態は、経済状況は厳しい、そう判断をし、

自分なりに情報を集めて、明らかに厳しい状況

は日本より激しいと。 
特に、金融は日本は１０年前の９７年のとき

に、いわゆるアジア金融危機というのを日本は

乗り越えてきていますけれども、同じような状

況がいま、ヨーロッパ、その他の国々で、欧米

で起きているという実態、いま、アメリカ、イ

ギリス、ほとんどの国が全部国有資本を入れた
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んじゃないですか。いま入れていないのは、ア

メリカはあるかな、イギリスは全部いきました

ね、少なくともそういう状況ですから、この状

況の中にあっては、日本も遠からず影響が出る

ということは、その時点で、これは我々が想像

しているより大きいなという意識がありまし

たので、私は、景気対策、経済対策、これに絞

らねばならん、自分でそう決めて、この９カ月

間、経済対策に集中してきたというのが私ども

のこれまでの経緯です。 
これがまだ経過としては、少なくとも１０、

１２、１、３と急激に落ちた経済指標でしたけ

れども、４、５、６月と指標は上がってきてお

りますので、それなりの底は打ちつつある。し

かし、まだ弱いと思います。これをさらに進め

ていかなければならない、私自身はそう思って

おりますが、任期満了ということになりつつあ

りますので、その状況において、いま申しあげ

たようなことから、しかるべきときに判断せざ

るを得ない、というようにご理解いただければ

と存じます。 
 

「いまこの場で安易に先にいうほど、それほ

ど安っぽくないので」 

 
 
川村 その点に関して、もう一つ、先ほど総

理は小さな市場主義から決別をしたんだと。一

方で、政府が全面的に出ることをちゅうちょし

ないというお話をされて、そうしますと、４年

前の小泉郵政解散のときに、ポスターに大きく

「改革をとめるな」というのが一つのポスター

の売りだったわけですけど、ご自分で解散総選

挙のときのポスターにおける，自分はこれだけ

を入れるんだという、そういうスローガンはす

でにお決まりでしょうか。 
 
麻生首相 自分なりに考えております。 
 
川村 どういうふうな言葉を…… 
 
麻生首相 いまこの場で安易に先にいうほ

ど、それほど安っぽくないので。自分なりに最

終的に考えて判断しますから、それは選挙のと

きになって、きちんと質していただきたいと存

じます。 
 
田﨑 最後の質問で、都議選が終わりますと、

その結果を受けて、党内で相当総理に対する批

判が出てくることが想定されるわけですね。そ

んな中にあっても、総理はおやめになることな

く、どんな逆境下であっても解散権を振るわれ

る、ということでよろしいんですか。 
 
麻生首相 田﨑さんの話を聞いていると、す

べて都議選が負けるという前提で話をされて

おりますけれども、そんなつもりで自由民主党

は選挙をしているわけではありません。 
 
司会 はい、それでは、会場のほうから質問

を受けたいと思います。 
 

「バタバタ、いま、これにつくったというの

は、正確な表現ではないというような感じが

しました」 

 
質問 フジテレビです。安心社会実現会議の

内容を聞かせていただきまして、麻生総理がど

ういう国づくりをするのかというビジョンが

みえたような気がするんですが、逆にいえば、

なぜいまごろなのかな、という気がしてなりま

せん。百年に一度の危機とおっしゃったときに、

このピンチをチャンスに変える、どういう方向

に導いていくのかということを、９カ月もたっ

てから、選挙を前にして、バタバタとまとめら

れたような印象を持たざるを得なかった。 
そんな中で、先ほどのお話の中で、国民の政

治に対する不満、非常に高まっている。それに

対して、期待に十分こたえていない自民党、麻

生総理ご自身も反省しているというお言葉が

ありました。何を反省されているのか、その具

体的中身と、それを反省して、どう変えようと

されているのか、その点についてお伺いしたい

と思います。 
 
麻生首相 まず最初に、安心社会実現という
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前に、少なくとも日本は、目先の金融危機、経

済危機の対応に全力をあげざるを得なかった。

当然のことだと思います。バタバタ倒れている

んですから。雇用がどんどん解雇されていると

いう状況にあって、少なくとも雇用調整助成金

を含め、また中小企業のマルケイ融資を含め、

そういった中小、小規模企業の雇用、もしくは

金融、資金繰り、そういったものに当然のこと

として、最初に集中するのは当たり前のことだ

と思います。それが、優先順位の一番なんです。

それが、指標がそこそこ上向いてくる段階まで

来ましたので、次の段階にやっと目が向けられ

るようになった。それがその背景です。 
選挙が近いからバタバタと。選挙はもともと

９月までには必ず解散の任期が来るわけです

から、それはバタバタというより、これまで、

そういったことがやりたくてもやれないよう

な経済状況にあったんだと、私自身はそう思っ

ております。 
したがって、安心社会というものをやってい

かないと、目先の倒産は免れたけれども、これ

から先の景気というものを考え、やっぱり未来

の社会というものを考えないと、これはまた先

に行って、とにかく資金繰りは助かったけれど

も、仕事がない、また将来、どうなっていくか

わからん、というのでは困りますので、そうい

った意味では、日本としての未来の成長戦略と

いうものもあわせて出させていただいた、そう

いったところが私どもの今回、話ができあがっ

ていった背景ですから、そういった意味で、バ

タバタ、いま、これにつくったというのは、正

確な表現ではないというような感じがしまし

た。 
もう一点、何でしたっけ？ 
 
質問 反省、何を反省されているのか。 
 

「テレビだとすぐ話を切られますからね。あ

なたのいつものあれで。ねえ」 

 
麻生首相 私どもの反省すべきところは、や

っぱりいままでと同様に、経済改革という名で、

我々はいろいろな意味での規制の緩和という

のを大幅にやらさせていただきました。そうい

った中で、銀行をみたら、かつての名前で出て

いますという銀行は、三菱以外、いま、なくな

ったんじゃないですかね。ほとんどの大都市銀

行は、大幅な勢いでＵＦＪとかなんとかいろい

ろな名前に変わったんだと思いますが、そうい

ったのは一つの例ですが、規制の緩和、ビッグ

バン、いろいろありましたけれども、結果とし

て、いま日本の銀行は、世界の欧米先進国の中

で、今回の金融危機の中にあって、唯一政府資

本を投入する必要がない銀行に生まれ変わっ

たんですよ。不良資産も全部きちんと対応して

いる。そういった世界で羽ばたく都市銀行とい

うものは、アメリカにも、イギリスにもないん

だと、私自身はそういうぐあいに理解をしてお

ります。そういった意味では、それなりの改革

というものは、成功した、私はその点は高く評

価されなければおかしいと思います。 
しかし同時に…… 
 
質問 私の質問は、麻生総理が、政治の不信

を高めたことについて、ご自身がどういう反省

をされたかを聞いているんです。 
 
麻生首相 ……それによって、同時に……ち

ょっと前例をいいたいんだよ。悪いところだけ

いわれても、同時にちょっときちんとした評価

もしていただかんと話が偏りますから、こうい

ったときにはきちんと申しあげないといかん

と。テレビじゃないんだから、いま、パッと、

こうやって話しているんだから…… 
 
質問 テレビですよ。 
 
麻生首相 テレビだとすぐ話を切られます

からね。あなたのいつものあれで。ねえ。大体

数分で切らないとだめでしょうけど、いま、そ

う切られる必要ないんだから。だからそういっ

た意味で、話もたまには聞いていただかんとい

かん。 
きちんとした成果というのもありますが、か

たわら、いわゆる規制の緩和の結果、いろいろ

なところでほころびが出てきたんだというこ
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とを、私はずうっと予算委員会でも申しあげて

きました。中福祉・中負担というけれども、い

ま、中福祉の部分がほころんできているのでは

ありませんか。そういったところにワーキング

プアとか、子どもの貧困とか、いろんなところ

に問題が起きてきているのではないか。そうい

ったところに対して、我々はきちんと対応をし

てきていなかったのではないか。 
その反省に立って、今回の予算に当たっても、

そういった部分の予算というものは子どもに

対する、母子家庭に対する、そういったものを

きちんとやっていかねばならん、そう思って、

これまで予算を編成しておりますので、従来の

予算ですと、補正予算を例に引けば、普通です

と大体５割が公共事業、今回は公共事業はたし

か１６％ぐらいだと思いますので、その他のも

のは、いま申しあげたような、反省のうえに立

って、そういった部分に手厚く対応させていた

だいていると思っております。 
 

「支持率はかつては一ケタでしたから、そう

いった意味では、それから３０％ぐらい上が

りましたので、上がったり下がったりするも

のだと」 

 
質問 テレビ朝日です。支持率が２０％を切

って１０％台に突入していることが多いわけ

ですけれども、よく、支持率について一喜一憂

はしないとか、それに左右されないということ

をコメントされていますけれども、国民からみ

ると、一憂ということは、それはちゃんとやっ

てほしいという気持ちがあると思うんですけ

れども、ご自身として、どうしてここまで支持

率が下がっているとお思いか。 
もう一つは、消費税率を引き上げるといって

いますけれども、明確に選挙のときにマニフェ

ストに書いて、どれぐらい引き上げるとか、そ

ういうことを明確にいわないと、また信じられ

ない面もあるわけですけれども、そこらあたり

いかがでしょうか。 
 
麻生首相 まず最初の一喜一憂の話ですけ

れども、支持率はかつては一ケタでしたから、

そういった意味では、それから３０％ぐらい上

がりましたので、上がったり下がったりするも

のだと基本的にはそう思っております。だから

一喜一憂しない、と申しあげております。 
したがって、いまの点の最初の点でいけば、

僕はそれがどうして上がったり下がったりす

るかというのは、それは皆さん方のほうが詳し

いのであって、私自身のほうは、その対象にな

っているんですが、少なくとも、これは支持率

というのは、私に対する批判ですから、私自身

が謙虚に受けとめにゃいかんとこなんだと思

っております。 
ただ、私は基本的には経済対策、これ一本で

この９カ月間やってきましたので、その政策と

いうものがわかっていただけるようになるよ

うにする。これ以外に、支持率、そういったも

のに関していわせていただければ、私のやって

きた政策はどう理解をしていただけるかだと

思っております。おかげ様で指標が上がってき

ましたので、その意味では一つの流れだと思っ

ております。 
もう一つ何でしたっけ？ 
 
質問 消費税をマニフェストに書くのか。 
 
麻生首相 はい？ 
 
質問 消費税の税率を含めて、きちっとマニ

フェストにお書きになるか。 
 

「経済がいまこうなっているときに税を上

げる人はいませんから」 
 
麻生首相 ああ、消費税の話ですけれども、

この消費税の話につきましては、すでに法律に

書いてあります。法律に書いてあるというのを

ご存じかと思いますが、法律にきちんと書いて

ありますので、我々は３年後、経済の回復、も

しくは好転を、確認を待ってというように、ち

ょっと正確な表現は忘れましたけれども、経済

がいまこうなっているときに税を上げる人は

いませんから、景気がある程度よくなってくる

という前提に立って、景気がよくなってきた段
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階で消費税というものを、社会保障の増大とい

うものが、ことし８,０００億、来年は約１兆

円ぐらいの社会保障というものの経費が伸び

るんだと思います。それをこのままずうっと借

金、借金で置いておけば、確実に後の世代には

それが負担として残ります。 
したがって、給付と負担というものを考えた

ときには、少なくとも我々は、後の世代にそう

いった借金を積み残していくのではなく、我々

ができる限り、できる範囲で、きちんと対応す

べき、私は基本的にそう思います。 
したがって、いまの段階で消費税というもの

は、これは高齢者に限らず、広く薄い税金にな

りますが、こういったものを上げさせていただ

いて、それを社会保障といわれる、さっきいっ

た医療・年金・介護、いろんな表現があります

けれども、そういった社会保障関係というもの

に、それを重点的に使わせていただく。まあ、

福祉目的税とか、いろんな表現がありますけれ

ども、そういった形で使わせていただくという

ことでご理解を得たいものだと思っておりま

す。で、それをずっと申しあげてきております。

１０月３０日にたしか申しあげたんだと思い

ますが。 
 

「毎日、ぶら下がっておいて、また同じとこ

ろで、こんなところにも立つから」 

 
質問 朝日新聞です。先ほど、国会の対応の

ところで、総理、野党の対応がよくわからない

というふうにおっしゃいましたが、北朝鮮の制

裁に関連する貨物検査の法案は、これはまだ国

会にも提出されてないと思うんです。制裁論議

は日本がある意味リードしてきた部分もある

ので、これはまず法案を提出して、少なくとも

与党が多数を握っている衆議院までは通すと

いうところまでいかないと、野党の対応がよく

わからないというふうな論理といいますか、あ

れはなかなか通らないのではないかなという

ふうに感じるんですけれども、その辺はどうい

うふうにお考えなのか。 
もう一点ですが、先ほど、改造と党役員人事

のところで、改造については考えてないという

ふうに明確に否定されていましたけれども、党

役員人事については、丁寧に拝聴させていただ

いていると、多少、ちょっといい振りが違って、

気になるんですけれども。 
 
麻生首相 これはあまり気にしないほうが

いいですよ。（笑） 
 
質問 その２点、教えていただきたい。 
 
麻生首相 朝日新聞らしくてわかりやすい

ですけれども、いまのところ、あまり気にしな

いほうがいい。同じ表現使うのもいかがなもの

かなと。毎日、ぶら下がっておいて、また同じ

ところで、こんなところにも立つから、目立ち

たがり屋かと思ったり、いろいろしましたけれ

ども、まあそんな話は別にして、いまの最初の

話でいわせていただくと、この対処法案という

ものは、船舶に関する話ですが、これは海上保

安庁がするのか、また海上自衛隊がやるのかと

いうところは、意見の分かれているところで、

これは日本では海上保安庁というものでやる

べきだという意見も、自民党の中にもあります。

しかし、海外をみますと、これは海軍が主にや

っておられるというのが実態なんだと思いま

す。そういう意味では、海上保安庁がやるのか、

海上自衛隊がやるのかというのは、これは党内

に限らず、いろんなところで意見が分かれてい

るところが現実だと思います。 
ソマリア沖を思い出してもらうとわかると

思いますが、あれは海上自衛隊の船に、海上保

安庁の職員が乗り込んで、いま、あのソマリア

沖で仕事をしてもらっているというのが現状

です。そういったやり方がいいのか、正直、こ

れは意見が分かれるところで、いまの段階でこ

の話を早急にまとめることができるか否かと

いうのは、いま、党内でも議論をされておりま

す。 
 

「どす黒いまでの孤独は最初から最後まで

ずうっと続いているものだと思います」 

 
司会 時間がそろそろ参りましたけれども、
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最後の１問、どうでしょうか。 
 
質問 心境を一つお伺いしたいんですけれ

ども…… 
 
麻生首相 どこの人です？ 
 
質問 毎日新聞です。 
 
麻生首相 はい。 
 
質問 先ほどのお話は非常に機能する政府

と消費者行政、それから責任というのは非常に

重要なポイントで、ぜひやっていただきたいと

いうふうに思うんですが、その意欲もすごくき

ょうはみられたのでありがたいと思いました

けれども、先ほども出ましたけれども、実際の

内閣の支持率とか、それから自民党内で、「大

政奉還せよ」とか、そういう声が出てくる。実

際に政策を実現していくそのパワーの基盤と、

麻生さんのいまの方向性と、あまりにも落差が

激しいと我々は思うんですよ。それについて、

どう思われているのか。これはあくまでもジョ

ークとして聞き流してほしいんですけれども、

安心を実現するためには、むしろ麻生政権をか

えたほうがいいというような声まで実は出て

いる中で、麻生総理は、以前、私は「どす黒い

までの孤独に耐えてやることが総理の仕事だ」

とおっしゃっていた。そのどす黒いまでの孤独

というのはまだ続いているんですか。 
 
麻生首相 あのー、最後の質問でいいのね、

どす黒い孤独というのは、最初から最後までそ

うだと思いますが。どす黒いまでの孤独に対す

る質問なんでしょう、いまのは？ はい、どす

黒いまでの孤独は最初から最後までずうっと

続いているものだと思いますが、これはどなた

がなられても、皆、同じような状況じゃないで

しょうか。支持率が上がったから孤独じゃなく

なるなんてことはないと思います。 
 

質問 お答えが非常にそっけないので、もう一

問だけ質問します。これは政策の質問です。先

ほどのお話の中では、外交安保問題があまりな

かったんですね。 
 
麻生首相 だって、安心社会実現の話をして

いるんだから。きょう、的を絞っているから。

外交問題は、５日後か何かにやることになって

いますので。そこに来ていて聞いていただけれ

ばよろしいと思いますが。 
 
質問 その中で、いまの北朝鮮問題に、船舶

検査、その他に対応しなきゃいけないんですが、

もっと別の次元で、核の傘の問題、アメリカの

核の傘を、日本としてどう活用していくのかと

いう問題があると思うんですね。先日、米韓首

脳会談で、拡大抑止ということで、それを文書

化してオープンにすることによって、抑止して

いくという流れが出てきました。麻生総理も、

２月にオバマさんに会われたときに、そういう

話をされたという話も聞いているんですが、そ

の辺の事実関係と、今後、どうされていくのか、

非常に重要な話だと思うのでお聞きします。 
 
麻生首相 党首討論並みに話がバラバラ散

りますと、ちょっと話として説明をしないと、

きょうはこれがなかった、あれがなかったとい

われても、なかなか全部が全部３０分でしゃべ

ることは無理です。 
そのうえで、いまの安全保障の話が出ました

けれども、これは基本的には、日本の場合は日

米安全保障条約によって、日本の防衛の部分で、

核の部分、核の抑止力の話につきましては、こ

れは基本的にアメリカとの関係で同盟ができ

あがっております。ご存じのとおり、１９５１

年、安保条約ができてこの方、その後、安保改

定が行われた後もずっとその状況が続いてお

ります。 
今回、北朝鮮による核実験が終わって、オバ

マ大統領から電話があったときも、核の抑止力

については、我々は １００％日本の日米安全

保障条約を履行する、これは最初にあの人がい

った言葉だと思いますが、そういう話は文書に

するまでもなく、日米間には確立したものがあ

る、そういうようにご理解していただいて結構
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だと存じます。 
 
司会 それでは時間になりました。この辺で

本日の麻生総理の会見を終わりたいと思いま

す。記者会見をしていただく前に、麻生総理に

揮毫していただきました。その言葉は、いまい

ろんな議論がありましたけれども、「安心と責

任」ということで書いていただきました。どう

もありがとうございました。（拍手） 
 

（文責・編集部） 


